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成田ゆかりの人物伝（18）【鈴木三重吉】

鈴
木
三
重
吉
（
す
ず
き
　
み
え
き
ち
）

広
島
市
に
生
ま
れ
る
。
夏
目
漱
石
の
作
品
に
傾

倒
し
、
作
家
を
目
指
す
。
成
田
中
学
に
教
頭
兼
英

語
教
師
と
し
て
着
任
。
教
鞭
を
と
る
傍
ら
執
筆
活

動
を
続
け
る
が
、
思
う
に
任
せ
ず
２
年
６
カ
月
で

辞
職
。
大
正
に
入
り
童
話
作
家
に
転
じ
、
童
話
童

謡
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
を
創
刊
し
た
。

平
成
６
年
６
月
26
日
、
成
田
山
公
園
の
一

角
に
「
鈴
木
三
重
吉
文
学
碑
」
が
建
立
さ
れ
、

盛
大
に
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

文
学
碑
に
は
『
古
巣
は
さ
び
て
も
　
小
鳥

は
か
よ
う
　
昔
忘
れ
ぬ
屋
根
の
下
　
三
重
』

の
句
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

三
重
吉
は
、
明
治
15
年
（
一
八
八
二
）
９

月
29
日
、
父
悦
二
、
母
ふ
さ
の
三
男
と
し
て

広
島
市
猿
楽
町
81
番
地
に
生
ま
れ
た
。
父
悦

二
は
、
市
役
所
の
学
務
課
に
勤
務
。
の
ち
電

燈
会
社
に
転
職
し
た
。
兄
２
人
と
次
男
の
３

人
は
10
歳
に
な
ら
な
い
う
ち
に
早
世
し
た
。

続
い
て
９
歳
の
と
き
母
も
亡
く
な
り
、
父
と

祖
父
母
に
育
て
ら
れ
た
。
そ
の
せ
い
か
三
重

吉
は
わ
が
ま
ま
で
か
ん
し
ゃ
く
も
ち
、
そ
の

上
、
神
経
質
で
あ
っ
た
と
い
う
。

三
重
吉
は
明
治
34
年
、
広
島
県
立
第
一
中

学
校
を
卒
業
。
９
月
、
京
都
の
第
三
高
等
学

夏
目
漱
石
に
傾
倒
し

創
作
を
始
め
る

校
に
入
学
し
た
。

明
治
37
年
（
一
九
○
四
）
９
月
、
東
京
帝

国
大
学
英
文
科
に
入
学
。
当
時
、
英
文
科
講

師
の
夏
目
漱
石
が
お
り
、
三
重
吉
は
漱
石
の

『
我
輩
は
猫
で
あ
る
』（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）『
倫
敦

ロ
ン
ド
ン

塔
』（
帝
国
文
学
）
を
読
ん
で
漱
石
の
文
才
や

人
柄
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
年
６
月
、
胃
病
と
強
度
の
神
経
衰
弱
の

た
め
、
一
年
間
休
学
し
、
自
宅
と
瀬
戸
内
海

の
能
美

の
う
み

島
で
静
養
に
入
っ
た
。
こ
の
間
、
三

重
吉
は
漱
石
の
知
遇
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

能
美
島
の
生
活
に
創
作
意
欲
も
わ
き
、
漱

石
か
ら
の
推
賞
も
あ
っ
て
、『
千
鳥
』
が
39
年

５
月
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
祖
父
の
宮
助
、
続
い
て
父
悦
二

が
他
界
し
た
。

父
の
死
に
よ
っ
て
一
家
の
生
計
を
背
負
う

こ
と
に
な
っ
た
三
重
吉
は
、
単
身
上
京
し
た
。

明
治
41
年（
一
九
○
八
）10
月
、
三
重
吉
は

紹
介
を
得
て
成
田
中
学（
現
在
の
成
田
高
校
）

の
教
頭
に
着
任
し
た
。
教
師
と
し
て
の
三
重

吉
は
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
に
ス
テ
ッ
キ
と
い
う
ハ

成
田
中
学
の

教
頭
兼
英
語
教
師
に

イ
カ
ラ
な
風
采
で
あ
っ
た
と
い
う
。

授
業
は
厳
格
で
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
、

生
徒
の
喇
叭
隊

ら
っ
ぱ
た
い

を
組
織
す
る
な
ど
新
し
い
教

育
法
も
導
入
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
多
忙
な

校
務
に
追
わ
れ
、
創
作
活
動
に
取
り
組
め
な

い
生
活
に
は
、「
何
だ
か
書
き
た
く
て
仕
様
が

な
い
。
何
故
書
き
た
い
か
と
い
う
こ
と
は
分

ら
ん
が
、
本
当
に
書
き
た
い
。
た
だ
書
き
た

い
」
と
い
う
思
い
を
友
人
の
小
宮
豊
隆
に
書

き
送
っ
た
り
し
た
。

42
年
８
月
、
郷
里
の
生
家
を
売
り
払
っ
て

祖
母
た
ち
を
引
き
取
り
山
之
作
の
一
軒
家
に

居
を
構
え
た
。
11
月
、
後
に
文
学
者
と
し
て

名
を
な
す
青
木
健
作
が
赴
任
。

43
年
、
高
浜
虚
子
の
依
頼
で
長
編
小
説
を

引
き
受
け
、『
小
鳥
の
巣
』
を
執
筆
し
た
。

し
か
し
、
執
筆
が
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
辞

職
を
も
考
え
る
が
、
校
主
で
あ
る
石
川
照
勤

大
僧
正
の
慰
留
で
、
休
職
を
し
な
が
ら
作
家

活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
貫
首

の
温
情
に
対
し
て
三
重
吉
は
、
自
著
『
作
家

と
し
て
世
に
立
つ
ま
で
』
の
中
に
次
の
よ
う

童話童謡雑誌「赤い鳥」
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に
書
い
て
い
る
。

「
私
は
ま
だ
『
千
鳥
』
以
下
数
編
の
小
さ

い
作
し
か
書
い
て
い
な
か
っ
た
時
代
で
す
か

ら
、
あ
れ
だ
け
の
大
作
の
た
め
に
は
、
10
カ

月
の
間
、
そ
れ
こ
そ
血
の
出
る
よ
う
な
苦
痛

に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
し
た（
略
）は
じ
め
の

12
、
３
回
を
勝
浦
の
宿
屋
で
書
き
、
そ
の
次

は
成
田
の
住
宅
で
書
き
続
け
、
５
月
ご
ろ
か

ら
祖
母
た
ち
２
人
を
引
き
連
れ
て
、
成
田
か

ら
半
里
ば
か
り
の
或
不
自
由
な
村
へ
引
っ
込

ん
で
、
し
ば
ら
く
そ
こ
で
こ
つ
こ
つ
書
い
て

行
き
ま
し
た
。
終
に
近
い
10
数
回
は
、
夏
目

先
生
の
御
病
気
の
た
め
に
修
善
寺
へ
行
っ
て

温
泉
宿
で
書
き
、
９
月
か
ら
は
再
び
学
校
へ

出
な
が
ら
、
終
の
20
回
ば
か
り
を
書
き
終
え

ま
し
た
。
或
る
と
き
に
は
、
近
所
が
騒
々
し

い
の
で
、
成
田
図
書
館
の
好
意
で
同
館
の
二

階
で
書
か
せ
て
貰
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

と
き
ど
き
授
業
を
終
へ
て
か
ら
、
み
ん
な
引

き
上
げ
た
教
員
室
に
一
人
残
っ
て
、
夜
の
12

時
近
く
ま
で
書
い
て
、
そ
れ
か
ら
て
く
て
く

遠
い
村
ま
で
寝
に
帰
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。」こ

う
し
た
作
家
と
し
て
の
苦
悩
と
は
別
に
、

教
師
と
し
て
の
三
重
吉
に
は
予
測
し
が
た
い

出
来
事
が
起
こ
っ
た
。

明
治
44
年
４
月
、
三
重
吉
29
歳
の
と
き
、

成
田
中
学
伝
統
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
三
重
吉
が
５
年
生
の
英

語
の
試
験
で
何
人
か
に
０
点
を
つ
け
た
の
が

発
端
で
あ
っ
た
が
、
三
重
吉
に
対
す
る
同
僚

教
師
の
反
発
や
し
っ
と
も
加
わ
っ
た
も
の
と

い
わ
れ
て
い
る
。
学
校

は
５
年
生
が
先
頭
に
立

ち
同
盟
休
校
に
突
入
し

た
。
事
の
重
大
さ
を
知

っ
た
三
重
吉
は
こ
の
一

件
で
成
田
を
去
る
決
意

を
固
め
、
創
作
活
動
に

専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
重
吉
の
成
田
時
代

は
短
か
っ
た
が
、
三
重

吉
が
生
徒
に
与
え
た
感

化
は
大
き
い
も
の
が
あ

っ
た
。

５
年
生
が
先
頭
に
立
ち

ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入

教
え
子
の
中
に
は
、
農
家
の
跡
取
り
か
ら
、

三
重
吉
宅
の
玄
関
番
に
な
り
た
い
と
い
う
文

学
志
望
者
も
現
れ
た
り
し
た
。

特
に
三
重
吉
が
常
日
ご
ろ
生
徒
に
言
っ
た

「
詞
を
愛
せ
、
文
字
を
大
切
に
し
給
え
」
と
い

う
教
訓
は
、
今
で
も
成
田
の
教
え
子
た
ち
に

強
い
印
象
を
も
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。

明
治
44
年
５
月
、
日
比
谷
の
海
城
中
学

（
現
在
の
海
城
高
校
）
に
勤
務
し
、
大
正
７
年

ま
で
在
職
。
そ
の
傍
ら
作
家
と
し
て
立
つ
決

心
を
固
め
て
創
作
に
専
念
。
同
５
月
下
旬
、

ふ
じ
と
結
婚
。
大
正
２
年
４
月
か
ら
は
中
央

大
学
講
師
も
兼
ね
た
。

大
正
４
年
７
月
、
妻
ふ
じ
が
腸
チ
フ
ス
で

他
界
。
そ
の
後
、
河
上
ら
く
と
結
婚
。
長
女

す
ず
が
生
ま
れ
た
。
す
ず
の
誕
生
は
、
三
重

吉
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
喜
び
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
子
ど
も
へ
の
愛
情
か
ら
本
当
の
童

話
を
書
き
た
い
と
い
う
思
い
が
つ
の
り
三
重

吉
の
童
話
研
究
が
始
ま
っ
た
。

大
正
５
年
12
月
に
最
初
の
童
話
集
『
湖
水

の
女
』
が
上
梓
さ
れ
た
。
雑
誌
で
は
「
婦
人

公
論
」
に
『
長
鼻
物
語
』『
唖お

し

の
王
妃
』
な
ど

数
編
の
お
と
ぎ
ば
な
し
を
載
せ
、
同
年
４
月
、

世
界
童
話
の
翻
訳
で
あ
る
『
世
界
童
話
集
』

第
一
編
『
黄
金
鳥
』
を
刊
行
し
以
後
15
年
８

月
ま
で
21
編
が
出
版
さ
れ
た
。
大
正
７
年
１

長
女
す
ず
の
誕
生
か
ら

童
話
の
世
界
へ

月
、
長
男
珊
吉
が
生
ま
れ
る
。

童
話
の
世
界
に
没
頭
し
た
三
重
吉
は
、
児

童
雑
誌
創
刊
を
目
指
し
た
。

大
正
７
年
７
月
、
童
話
童
謡
の
児
童
雑
誌

「
赤
い
鳥
」
を
創
刊
。
北
原
白
秋
・
芥
川
龍
之

介
・
島
崎
藤
村
・
泉
鏡
花
・
徳
田
秋
声
等
多

数
の
著
名
な
作
家
の
寄
稿
も
得
た
。

こ
の
こ
ろ
、
夫
人
が
二
児
を
残
し
て
実
家

へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
育
児
と
編
集
と

の
苦
闘
の
日
々
が
続
い
た
が
、
や
が
て
10
年

10
月
、
は
ま
子
と
結
婚
。
は
ま
子
は
三
重
吉

と
生
涯
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
る
。

昭
和
３
年
５
月
、
乗
馬
に
よ
る
心
身
の
鍛

練
を
目
標
と
す
る
日
本
騎
道
少
年
団
を
設
立
。

こ
こ
に
も
三
重
吉
の
青
少
年
の
未
来
に
か
け

る
夢
が
あ
っ
た
。

10
年
８
月
、
山
梨
県
小
淵
沢
に
一
家
を
挙

げ
て
移
り
、
そ
の
地
で
『
綴
方
読
本
』
を
起

稿
し
、「
赤
い
鳥
」
収
載
の
綴
方
の
中
か
ら
傑

作
を
選
び
、
９
月
帰
京
後
に
選
評
と
指
導
論

と
を
加
え
た
。
10
月
、
ぜ
ん
そ
く
の
発
作
が

起
こ
り
臥
床
し
た
が
、
病
を
押
し
て
『
綴
方

読
本
』
を
出
版
し
た
。

し
か
し
、
食
欲
も
減
退
し
、
病
状
も
悪
化

し
て
11
年
６
月
27
日
、
東
京
大
学
病
院
真
鍋

内
科
で
53
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

「
赤
い
鳥
」、「
綴
方
読
本
」
は
こ
の
と
き

を
も
っ
て
終
刊
と
な
っ
た
。
三
重
吉
の
日
本

文
学
界
で
の
功
績
と
成
田
で
の
交
流
を
記
念

し
て
前
記
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

成田山公園に建てられた「鈴木三重吉文学碑」


